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  ごあいさつ 

 
 四街道市社会福祉協議会では、社会環境の変化や地域福祉をめぐる課題の多様化を踏まえ、

法人運営の安定化を図るために「四街道市社会福祉協議会 第１次発展・強化計画」を策定いた

しました。少子高齢化や人口減少、生活様式の変化、自然災害の多発、ICT 活用の必要性など、

地域を取り巻く状況は大きく変化しており、社会福祉法人には公益的な取組の推進やガバナンス

強化が求められています。 

本計画では、１次計画から引き継ぎ「安定した法人経営」「社協のブランディング」「住民参加と

連携、総合的な相談支援体制の構築」を理念とし、地域福祉活動計画と連動しながら、地域福祉

の中核を担う組織としての基盤強化を図るものです。計画の推進にあたりましては、行政、関係

団体、地域の皆さまのご理解とご協力をお願い申し上げます。 

最後に、計画策定にご尽力いただいた皆さまに深く感謝申し上げ、ごあいさつといたします。 

 

令和８年３月 社会福祉法人四街道市社会福祉協議会 会長 齊藤 康治 

 

 

目次 
第 1 章 計画策定の背景と必要性 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

• （1）本会を取り巻く状況と計画策定の必要性 

第 2 章 計画策定の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

• （1）発展・強化計画とは 

• （2）発展・強化計画の位置づけ 

• （3）計画の期間 

第 3 章 第１次発展強化計画の状況及び評価 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３ 

• 第１次発展強化計画の体系 

• 計画項目ごとの評価 

• 第１次計画の取り組み状況と第２次計画に向けて 

第 4 章 基本理念・理念を実現するための使命・経営方針 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８ 

• （1）イメージ図 

• （2）基本理念 

• （3）理念を実現するための使命 

• （4）経営方針 

第 5 章 計画の目標と実施項目 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １０ 

• １．安定的な財源の確保に努めます。        

• ２．組織体制の強化を図ります。         

• ３．誰もが知っている社協を目指します（ブランディング） 。            

• ４．専門職との連携を図ります。         

第 6 章 計画の推進と評価 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １５ 

• （1）計画推進の考え方について 

• （2）進捗管理の体制・方法について 



- 1 - 

第 1 章 計画策定の背景と必要性 

（１）本会を取り巻く状況と計画策定の必要性 

 

四街道市社会福祉協議会（以下「本会」という。）は、これまで四街道市の地域福祉を支える中核

的な役割を担ってきました。しかし、急速な高齢化と人口減少により、地域が抱える課題は一層複雑

化・深刻化しています。また、出生数の減少や孤立リスクの高まり、外国籍住民の増加など、地域を

取り巻く状況は大きく変化しています。 

さらに、AI の進化や SNS の普及により、従来の事業展開に加えて ICT を活用した多様な活動

方法への転換が求められています。一方で、物価高騰の影響や収支改善の遅れにより、本会の経営

状況も厳しさを増しており、安定的な運営基盤の確保が喫緊の課題となっています。 

こうした状況を踏まえ、本会には、専門性を備えた人材の育成・確保、計画的な組織運営、他分野

との協働体制の強化が不可欠であり、地域福祉を担う中核機関として、将来にわたり持続可能な体

制を構築するため、「第２次発展・強化計画」を策定するものです。 

 

 

 

第 2 章 計画策定の概要 

（１）発展・強化計画とは 

発展・強化計画とは、社会福祉協議会が地域福祉を推進する中核的な団体として、将来に向けた組

織のあり方を示すための中長期的な計画です。事業運営や経営に関する基本的な方向性を整理し、

組織・事業・財務などの基盤をどのように強化していくかという“全体的な枠組み”を示すものです。 

（2）発展・強化計画の位置づけ 

本計画は、本会の中期経営計画として、地域福祉を担う中核的団体としての役割を果たすために必

要なビジョンや目標を明確にし、その実現に向けた具体的な取組を体系的に整理したものです。これ

により、本会の組織基盤の発展と強化を計画的に推進する役割を担います。 

また、本計画は、本会が市と一体となって策定した「第 7 次地域福祉活動計画」と計画期間を合わせ

ることで実効性を高めるとともに、経営戦略としての機能も兼ね備えており、地域福祉の推進体制を

総合的に支える位置づけとなっています。 
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発展・強化計画の位置づけ 
 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

（3）計画の期間 

  ・令和８年度から令和１２年度までの５年間 
   ※四街道市社会福祉協議会 第７次地域福祉活動計画の策定期間と合わせて５年間の策定とする。 

 

2021 
R3 

2022 
R4 

2023 
R5 

2024 
R6 

2025 
R7 

2026 
R8 

2027 
R9 

2028 
R10 

2029 
R11 

2030 
R12 

          

 

係ごとの事業目標（毎年度） 

第
７
次 

地
域
福
祉

活
動
計
画 

第
２
次 

発
展
・ 

強
化
計
画 

四街道市 第４次地域福祉計画（令和８年度～令和１２年度） 

（市の地域福祉のあり方を示した行政計画） 

四街道市社会福祉協議会 

Sougoukeikaku  

 

第 4 次四街道市地域福祉計画 

第 7 次四街道市社会福祉協議会地域福祉活動計画 

第 2 次四街道市社会福祉協議会発展・強化計画 

第 3 次四街道市地域福祉計画 

第 6 次四街道市社会福祉協議会地域福祉活動計画 

第２次四街道市社会福祉協議会発展・強化計画 

 

事業計画（毎年度） 
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第 3 章 第１次発展強化計画の評価について 

経営方針：１）誰もが知っている社協を目指します 

施策・方針：(1)職員・役員全員で社協を PR する体制をつくる 

主な取組内容 【成果】 【課題】 【次年度】 

社協の「見せる

化」「見える化」 

出前講座やふくし便

利帳の配布など、地

道な周知活動が丁

寧に行われました。 

取組が定着した今、住民の方

にどう「伝わったか」という反

応を拾いたいところです。 

住民の声（アンケート等）を

反映させ、より共感を得られ

る広報へ深化させます。 

多様な情報ツ

ールの活用 

掲示板への掲示や

各係での資料配布

など、身近なツール

を通じた周知が着実

に進みました。 

情報を届けたい相手に合わ

せて、どのツールを使うのが

一番効果的かをさらに整理し

ていきたいです。 

各ツールの特徴を活かし、よ

り多くの住民に情報が届くよ

う、工夫を凝らした周知活動

に取り組みます。 

新たな世代の

活動参加促進 

学習支援や祭りの

協力などを通じ、新

しい層との接点が着

実に生まれていま

す。 

若い世代の方々が、日常的

に社協を身近に感じてもらえ

るような関係づくりが課題で

す。 

若年層が参加しやすい多様

な機会を創出します。 

 

施策・方針：(2)SNS を活用し、情報を迅速に届けて魅力的な発信を行う体制を整備します。 

主な取組内容 【成果】 【課題】 【次年度】 

社協の「見せる

化」「見える化」 

インスタグラムの投稿

頻度が上がり、活動

の様子がリアルタイ

ムで伝わるようになり

ました。 

部署によって活用状況に差が

あるため、成功ノウハウを組

織全体で分かち合います。 

誰もが使いやすい環境を

整え、社協全体のファンを

増やす発信力を強化しま

す。 

多様な情報ツ

ールの活用 

動画制作への着手

や、複数の SNS を組

み合わせた広報が試

行されました。 

継続的な発信には担当者の

負担を分散し、組織として支え

合う仕組みが必要です。 

チームでの情報収集・発

信体制を整え、より魅力的

なコンテンツを定期的に届

けます。 

新たな世代の

活動参加促進 

若年層向けアンケー

トの実施など、新しい

手法に意欲的に取り

組んでいます。 

デジタル世代の関心をより惹

きつけるための、さらに柔軟な

発想のコンテンツ作りが期待

されます。 

若年層の感性を活かした

発信を強化し、新しいつな

がりを創出します。 
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施策・方針：(3)自治会離れの背景を踏まえ、自治会と協力して未加入世帯へ加入や地域福祉活動参加を促

す。 

主な取組内容 【成果】 【課題】 【次年度】 

社協の「見せ

る化」「見える

化」 

自治会掲示板を有効

活用し、地域に密着

した広報を継続的に

実施しました。 

未加入の方々にも情報が届く

よう、既存の枠組みを超えた

発信ルートの検討が課題で

す。 

自治会未加入層の日常生

活の中で接点をつくるアプロ

ーチを研究し、試行します。 

多様な情報ツ

ールの活用 

地区社協との連携

や、デジタル媒体に

よる広報の幅が広が

りました。 

紙媒体以外の情報を、地域住

民にどう馴染ませていくか工夫

が必要です。 

デジタルとアナログを併用

し、誰もが取り残されない情

報提供の形を追求します。 

新たな世代の

活動参加促

進 

多様な世代が集える

事業を試行し、活動

へのきっかけ作りが

行われました。 

事業への参加をきっかけに、

福祉活動の「担い手」へとつな

がるきっかけ作りが必要です。 

参加者がステップアップでき

る仕組みを整え、地域活動

の担い手育成に注力しま

す。 

 

経営方針：２）専門職との連携を図ります 

施策・方針：(1)専門職が住民と協力し、地域福祉課題の解決に向けて多様な主体をつなぐ仕組みをつくる 

主な取組内容 【成果】 【課題】 【次年度】 

専門職と住民

との連携 

職員の丁寧な対応

により、地域や専門

機関との顔の見え

る関係が深まりまし

た。 

現在の素晴らしい連携を確

実に引き継げるよう、情報の

可視化を進める必要があり

ます。 

連携の好事例を社協内で共有

し、組織としての地域支援スキ

ルを底上げしていきます。 

社協各部署

の連携 

係間での対話が増

え、困難なケースに

協力して取り組む姿

勢が見られました。 

さらに一歩踏み込んで、部

署を越えた支援の「スピード

感」をより高める必要があり

ます。 

定期的な社協内会議を充実さ

せ、部署間の連携をよりスムー

ズにします。 

多職種連携 

農福連携プロジェク

ト等、多職種が連携

するモデル的な取

組が実践されまし

た。 

連携の幅を広げ、多様なニ

ーズに柔軟に応えられるネ

ットワーク構築が課題です。 

多職種の強みを掛け合わせ、

地域の困りごとを解決する新し

い仕組みづくりを積極的に企画

します。 
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施策・方針：(2)社協各部署が連携して事業を進め、重層的な支援体制を整備します 

主な取組内容 【成果】 【課題】 【次年度】 

専門職と住民

との連携 

部署を跨いだ相談

対応が増え、ワンチ

ームで住民を支える

姿勢が強まっていま

す。 

情報共有をよりスムーズにす

るため、ツールのさらなる活用

と効率化が期待されます。 

社協内ツールの活用習熟度

を高め、より迅速かつ的確な

チーム支援体制を確立しま

す。 

社協各部署

の連携 

相互の事業理解が

深まり、部署の枠を

越えたサポート体制

が整いつつありま

す。 

繁忙期における助け合いのル

ールをより明確にすることで、

さらに連携が強固になります。 

各部署の強みを活かし、一体

的な支援を提供できる体制を

確かなものにします。 

多職種連携 

複雑なケースに対し

て、係を超えて協力

し合う土壌が育ちつ

つあります。 

窓口での初期対応をより円滑

にし、最適な部署へ導く体制

をさらに整えます。 

初期相談の質を高める研修

等を実施し、安心して相談で

きる窓口機能を強化します。 

 

施策・方針：(3)福祉課題の深刻化に対応し、多職種連携で課題解決と社会資源開発に取り組みます 

主な取組内容 【成果】 【課題】 【次年度】 

専門職と住民

との連携 

住民と共にカフェを

立ち上げるなど、地

域資源を共に創る

動きが見られまし

た。 

多忙な業務の中で、新しいサ

ービスを企画・開発するための

検討が必要です 

既存業務を整理し、地域の

新しいニーズを形にするため

の時間を大切にします。 

社協各部署

の連携 

新たな資源開発に

向けた全部署参加

の議論が、活発に

行われました。 

アイデアを具体的な事業へと

落とし込むための、プロセスを

より簡潔にする必要がありま

す。 

部署間の知恵を融合させ、

住民のニーズに迅速に応え

る資源開発を推進します。 

多職種連携 

農業や地域支援な

ど、既存の枠を超え

た連携事例が積み

上がっています。 

成功事例を共有し、どの係でも

資源開発に取り組めるようノウ

ハウを体系化が必要です。 

連携を資源開発へと繋げる

視点を持ち、他職種と共に新

福祉サービスを創出します。 
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経営方針：３）組織体制の強化を図ります 

施策・方針：(1)社会福祉法改正により役員の経営責務が明確化されたため、本会は役員の役割を見直し、組

織体制を強化します 

主な取組内容 【成果】 【課題】 【次年度】 

組織体制の

見直し・強化 

会議の効率化等、役員

が経営に参画しやすい

環境が着実に整ってい

ます。 

役員の皆様の専門知識を、

現場の課題解決にさらに繋

げていけることが理想的で

す。 

役員と職員の対話機会を増

やし、法人一丸で経営課題

に取り組む風土を醸成しま

す。 

事務局体制

の見直し・強

化 

意思決定フローの見直

しにより、現場のスピー

ド感が向上しました。 

新しい体制が各職員に定着

するまで、継続的なサポー

トと周知が必要です。 

各自が役割を自覚し、主体

的かつ迅速に行動できる事

務局体制を整備します。 

人材育成プロ

グラムと研修

体系の整備 

育成方針の検討が始ま

り、将来を見据えた視点

が共有されました。 

一人ひとりのキャリアパス

に寄り添った、より具体的な

教育内容が期待されます。 

成長を実感できる体系的な

教育プログラムを整備し、職

員の向上心を支えます。 

働きやすい職

場環境の整

備 

名刺変更や環境整備な

ど、職員が前向きに働

ける環境作りが始まりま

した。 

現場の負担感をさらに軽減

するため、業務の優先順位

付けとデジタル化が期待さ

れます。 

現場の声を活かし、やりが

いを持って仕事に集中でき

る環境を整備します。 

 

施策・方針：(2)業務を標準化し、業務量に応じて職員を適正配置し、中長期的な計画を策定する 

主な取組内容 【成果】 【課題】 【次年度】 

組織体制の

見直し・強化 

厳しい体制下でも、職員

同士で支え合い業務を

継続する責任感が発揮

されました。 

個人の頑張りに頼りすぎず、

誰もが代行できるマニュアル

化を進める時期に来ていま

す。 

優先順位を明確にし、無

理のない範囲で着実な業

務の標準化を推進しま

す。 

事務局体制

の見直し・強

化 

業務量に合わせた適正

配置に向け、現状の課

題整理が進みました。 

特定の個人への負担の偏り

を、組織全体で解決していく

仕組みが必要です。 

専門性を活かしつつ、柔

軟に助け合える人員配置

の最適化を検討します。 

人材育成プロ

グラムと研修

体系の整備 

外部研修への積極的な

参加により、個々のスキ

ルアップが図られまし

た。 

研修の学びを職場の知恵に

するための、共有（還元）の習

慣化をさらに深めたいです。 

学びを短時間でも共有し

合う場を設け、組織全体

の専門性を着実に高めま

す。 

働きやすい職

場環境の整

備 

事務室の整理整頓な

ど、仕事のしやすい環

境づくりが進んでいま

す。 

デジタル化による事務負担の

軽減を加速させることで、より

充実した環境が整います。 

ICT 等の導入により事務

負担を減らし、働きがいと

効率化を両立させます。 
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施策・方針：(3)本会は、職員像を明確にし、研修を充実させ、多様な福祉課題に対応できる人材を計画的に

育成します 

主な取組内容 【成果】 【課題】 【次年度】 

組織体制の

見直し・強化 

質の高い支援を目指

し、自主勉強会等の自

発的な動きも見られまし

た。 

研修の成果が具体的にどう

業務に活かされたか、振り返

りを行う機会を増やす必要

があります。 

研修を実務の質向上に繋

げるための、フォローアップ

体制を強化します。 

事務局体制

の見直し・強

化 

人材育成を支えるため

の、事務局機能の再編

が検討されました。 

部署間の異動や経験を、人

材の成長へと戦略的に繋げ

ていく視点が課題です。 

多様な経験を積めるキャリ

ア支援を行い、総合力の高

い職員を育てます。 

人材育成プロ

グラムと研修

体系の整備 

各係で研修参加を奨励

し、職員の成長を支える

姿勢が見られます。 

今後は、キャリアに合わせた

より体系的・計画的な研修プ

ログラムの整備が期待され

ます。 

成長段階に応じた育成計

画を整え、意欲を持って成

長できる環境を作ります。 

働きやすい職

場環境の整

備 

衛生委員会活動等、職

員の健康と安全を支え

る取組が継続されまし

た。 

より自由な意見交換ができ

るよう、心理的な安全性もさ

らに高める必要があります。 

コミュニケーションを深める

場を設け、一体感のある温

かい職場づくりを推進しま

す。 

 

施策・方針：(4)ライフワークバランス実現のため、業務改革と休暇取得促進を進めます 

主な取組内容 【成果】 【課題】 【次年度】 

組織体制の

見直し・強化 

休暇が取りやすい雰

囲気が定着し、職場

のコミュニケーションも

活発です。 

休暇を支え合う体制をさらに強

固にするため、業務フローの整

理が望まれます。 

チームでの情報共有を徹

底し、誰もが安心して休暇

を取れる体制を目指しま

す。 

事務局体制

の見直し・強

化 

時間外勤務の削減に

向け、事務局を挙げ

た意識改革が進んで

います。 

忙しい時期でも互いに声を掛け

合い、負担を分散させるチーム

力の一層の強化が期待されま

す。 

定時退社を奨励し、効率

的な業務遂行を組織全体

で評価する文化を育てま

す。 

人材育成プロ

グラムと研修

体系の整備 

業務スキル向上のた

めの学びが、職員の

自信と効率化に繋が

っています。 

個人の高いスキルが組織全体

の効率に結びつくよう、知識の

共有をさらに進める必要があり

ます。 

効率的な仕事のコツを共

有する勉強会等を設け、

全体の「ゆとり」を創出しま

す。 

働きやすい職

場環境の整

備 

ICT 活用による事務

の簡素化など、働きや

すさへの取組が進ん

でいます。 

慣れないツールを全員が使いこ

なせるよう、丁寧な研修やサポ

ートが課題です。 

デジタル化を味方につけ、

心身ともに健やかに働け

る職場環境を実現します。 
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経営方針：４）安定的な財源の確保に努めます 

施策・方針：本会は補助金や会費・寄付を財源に活動していますが、補助金減少で経営が厳しくなっていま

す。地域福祉推進のためには、市や住民・団体の理解と安定した財源確保が不可欠です。 

主な取組内容 【成果】 【課題】 【次年度】 

市や他市町

村社協との連

携 

所管課との打ち合

わせや他市事例の

調査など、前向きな

活動が行われまし

た。 

得られた知見を、社協で行える

具体的なアクションプランに落と

し込むことが必要です。 

成功事例を参考にし、本市に

最適な財源確保策を立案・

実行します。 

自主財源の

確保 

賛助会員の獲得

等、地道な努力に

より安定財源の維

持に努めました。 

組織全体でアイデアを出し合

い、さらに多くの皆様に協力い

ただける仕組み作りが課題で

す。 

住民や企業の方に「応援した

い」と思ってもらえる、共感型

の募金活動を推進します。 

経費の削減 

各係での徹底した

コスト管理により、

予算の適正執行が

行われました。 

今後は、業務フローそのものの

効率化を通じたコスト削減が期

待されます。 

効果的な業務運営を行うこと

で、より質の高いサービスに

資源を集中させます。 

 

 

 

第 4 章 基本理念・理念を実現するための使命・経営方針 

（1）計画の体系イメージ図 

 

 

 

 

 

 

☞ 本会としての普遍的なもの 

☞ 本会が果たすべき役割 

☞ 実現したいこと、ありたい姿 
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（2）基本理念 

 みんなで 支え合い、安心して、いきいき暮らせるまち 四街道 

☞ 本会は、四街道市において、ひとりひとりが豊かな生活を送るとともに、住民同士のつながりの希

薄化が課題となっている今だからこそ、相互に助け合うことができるまちづくりを推進することを基本

理念とします。 

 

（3）理念を実現するための使命 

本会は、地域福祉を推進する中核的な団体として、地域住民及び福祉組織・関係者の協働により地

域生活課題の解決に取り組み、誰もが支え合いながら安心して暮らすことができる「地域共生社会の

実現」に向けた福祉のまちづくりを推進し、先に掲げる基本理念を達成するため、本会が果たすべき

３つの使命を定め、事業運営を推進してまいります。 

１.安定した法人経営 

２.住民参加と連携・協働 

３.総合的な相談支援体制の構築  

 

（4）経営方針 

本会は、社会福祉の事業や活動に取り組む人々が参加する、公益性の高い民間の福祉団体です。

使命を果たすため、次の経営方針に基づいて組織運営を行います。 

 

１．安定的な財源の確保に努めます。        

２．組織体制の強化を図ります。         

３．誰もが知っている社協を目指します（ブランディング） 。            

４．専門職との連携を図ります。         
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第 5 章 計画の目標と実施項目 

 

  
経営方針  １）安定的な財源の確保に努めます 

【現状】 

本会は、四街道市等からの補助金・受託金・指定管理料等に加え、会費・寄付金により事業を展開し

ています。 

そのひとつひとつがとても重要であることは認識されつつも、財源として大きな割合を占めてい

る市からの補助金の減少等、様々な要因から年々厳しい経営状況に置かれています。 

【課題】 

今後も公共性と民間性を有した社会福祉法人として地域福祉の推進を図っていくためには、四街

道市や住民・団体の皆さんに本会の活動の重要性を理解していただくとともに、財源の確保を進

める必要があります。 

目指す方向性 

（ビジョン） 
取組内容 実施項目 

（1）社協が広く地域住民

の共感を得て、継続した

地域福祉の推進を図る

ため、法人の財源の拡充

及び経費の削減による

財源確保も図ります。 

1）市や他市町村社協との連携 

 

①市とのパートナーシップの強化 

②県社協や印旛地域、東部都市社会

福祉協議会との経営に特化した定期

的な会議開催 

③他市社協の成功事例を参考に本

会に最適な財源確保策を実施 

2）自主財源の確保 

 

①会員制度の見直し 

②共感型の募金・寄附活動の実施拡

大 

③収入源の調査研究 

3）経費の削減 

 

①適正な予算管理・執行 

②効果的な事業の運営 

③収支バランスの維持、改善 
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経営方針  ２）組織体制の強化を図ります 

【現状】 

本会は地域福祉の中核として多様な事業を展開し、他市町村と比べても大きな組織である一方、

計画的な人材確保や育成が十分でなかったことから、組織体制がやや脆弱な状況にあります。そ

のため、他市町村社協の調査研究をし、組織体制の見直しと強化を急ぐ必要があります。 

また、特定の部署や繁忙期に業務が集中し、長時間労働や休暇取得の困難さが生じており、健康

やワークライフバランスに対応した環境整備が求められています。 

社協職員は専門職として業務を担っていますが、部署間でスキルに差があり、質の高いサービス

提供のためには共通の知識・技術を整え、全職員の資質向上を図る必要があります。 

【課題】 

本会では、人材確保・育成の不足や業務偏在による長時間労働、部署間のスキル差が課題となっ

ており、組織基盤の強化と働き方・人材育成体制の 整備が急がれています。 

目指す方向性 

（ビジョン） 
取組内容 実施項目 

（2）役員の役割を見直し

組織体制を強化し、業務

の標準化と職員の適正

配置を進めながら、中長

期的な人材育成と働き

やすい職場環境の整備

に取り組みます。 

1）組織体制の見直し・強化 

 

①理事、評議員の定数や選出方法、

部会会議等の見直し 

②役員と職員が一丸となって経営課

題に取り組む体制構築 

③外部専門家による評価・助言に基

づく適正な法人運営 

④福祉協力員制度の見直し 

２）事務局体制の見直し・強化 

 

①職員配置計画の策定 

②業務可視化ツールを活用し、業務

量と人員体制の適正化を図る 

③各自が役割を自覚し、迅速に行動

できる事務局体制の整備 

3）人材育成プログラムと研修

体系の整備 

 

①職種、階級別研修の実施 

②学びの機会の拡充 

③人事評価制度の導入に向けた目

標管理制度の実施 

④成長を実感できる体系的な教育

プログラムの整備 

4）働きやすい職場環境の整備 ①業務効率化を図り長時間労働等

の改善 

②現場の声を活かし、やりがいを持

って仕事に集中できる環境整備 

③ICT 導入による業務の効率化 
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経営方針  ３）誰もが知っている社協を目指します（ブランディング） 

【現状】 

本会は、社会福祉法第 109 条に定められているとおり、地域福祉を進める中心的な役割を担って

います。 

また、社協では市内の全住民を会員としていますが、近年、会費の納入率は区・自治会加入世帯に

おいても減少傾向にあります。加えて、区・自治会に加入していない世帯が増えているため、これ

らの世帯にどのようにアプローチし、主体的に参加してもらうかが課題となっています。 

活動への参加状況を見ると、若い世代の参加が少なく、地域福祉活動を支える人材の高齢化が進

んでいます。そのため、担い手の確保が難しくなっており、若い世代が参加しやすい仕組みづくり

が求められています。 

【課題】 

こうした状況下であることを踏まえ、これまで以上に活動の内容や会費等財源の使途などの広報、

発信力を強化し、住民理解を促進するため、「社協の見える化・見せる化」を推進していく必要があ

ります。      

目指す方向性 

（ビジョン） 
取組内容 実施項目 

（3）社協の魅力を発信

できる環境を整え、

SNS を活用して必要な

情報をタイムリーに届け

る体制を構築します。ま

た、地域住民が社協への

参加を促す取り組みを

進めます 

1）社協の「見える化」「見せる

化」 

①職員同士の情報共有や内部研修

を行い、事業を通じた市民に向け

た本会の理解促進や本会事業説

明会の実施 

②自治会未加入層へのアプローチを

し、会員を増やす 

③賛助会員との地域福祉活動にお

ける連携強化 

④住民の声を反映させた共感の得

られる広報活動 

⑤社協全体のファン（協力者）を増や

す発信力強化 

2）多様な情報ツールの活用 

 

①子どもから高齢者まで各年代に合

わせた情報発信 

②画像／動画の活用による広報紙

／HP の充実 

③Instagram や Facebook とい

った SNS ツールの積極的な活用 

④市内公共施設等へ本会PR冊子の

設置 

⑤法人として一体となり、地域の情

報収集、定期的なコンテンツを提 

供。 
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3）新たな世代の活動参加促進 ①自治会との共同事業の展開 

②自治会未加入世帯への福祉活動

参加促進事業の展開 

③若年層が参加しやすい夜間や休日

のイベント・講座展開の促進 

④若年層向けの情報発信をし、新し

いつながりをつくる。 

⑤地域の担い手としてステップアッ

プしながら参加できる仕組みづく

り 
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経営方針 ４）専門職との連携を図ります 

【現状】 

地域福祉の推進には、地域住民の主体的な活動はもとより、福祉の専門職の連携が不可欠と考

え、様々な団体・専門職との連携により事業を実施し、ネットワーク構築に努めています。しかしな

がら、同一組織である社協内でありながらも、縦割りの事業展開に陥り、各部署の連携が図られな

いことで統一性のないサポートになってしまっているという課題があります。 

そこで地域福祉推進の中核を担う本会は、多職種連携と多分野横断的支援を行い、ネットワークづ

くり（つなぎ役）を強化する必要があると考えています。 

また、社会福祉法の改正により「『地域における公益的な取組』の責務」が規定され、「日常生活又

は社会生活上の支援を必要とする者に対して、無料又は低額な料金で、福祉サービスを積極的に

提供するよう努めなければならない」とされていますが、法人によっては、人員配置や、財政上の

事情から、積極的にこのような活動に取り組むことが困難な場合も少なくありません。 

【課題】 

複数の法人が連携し、地域生活課題の解決にむけて取組ができるよう体制を整える必要性が高ま

っています。また、社協内でも連携を図り、つながりのある支援を進めていく必要があります。 

目指す方向性 

（ビジョン） 
取組内容 実施項目 

（４）専門職が住民と協

働して多様な主体をつ

なぎ、部署横断の体制づ

くりと多職種連携を進

めながら、複雑化する福

祉課題の解決と新たな

社会資源の開発に取り

組みます。また、地域住

民が社協への参加を促

す取り組みを進めます 

1）専門職と住民との連携 

 

①住民、自治会、企業、施設、学校、

各団体が社協とつながるきっかけ

となる事業展開 

②連携の好事例を社協内で共有し、

組織としての地域支援スキルを底

上げする仕組みづくり 

③社協内部の連携を密にし、迅速か

つ的確な支援体制が行えるチーム

作り 

2）社協各部署の連携 

 

①横断的な地域支援事例検討会の

開催 

②法人内の横断的な連携による資

源開発 

3）多職種連携 

 

①社会福祉法人の連携 

②専門職におけるネットワーク構築 

③地域の困りごとを解決する多職種

連携による新しい仕組みづくり 
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第６章 計画の推進と評価 

（1）計画推進の考え方について 

本計画の推進に当たっては、Plan 計計画、、Do 計計画行」、、Check 計検・・価」、、Action

計改善、のＰＤＣＡサイクルを活用し、行効性のある取り組みの推進を図ります。 

また、計画の推進にあたっては、市が策定する計四街道市地域福祉計画、、本会が中心とな

って策定する計地域福祉活動計画、と連携して参ります。 
 

【ＰＤＣＡサイクルの計画推進イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）進捗管理体制・方法について 

本計画の進捗管理については、行効性を高めるため、各係における年次計画に基づく価」

を定期的に」うととともに、本会企画財政調整委員会を中心に、三役会、理事会、価議員会

等において、計計画の進捗について確認する機会を設け、総合的かつ計画的に取り組みます。 
 

 【進捗管理体制図】 
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